
地底の森ミュージアム 第101回 企画展

にまつわるにまつわる

展示会場には、
地底の森ミュージアムがある
長町南の砂でつくった

ガラスの〈ことり〉も登場します！
どんな色のガラスなのか、
ぜひ会場でご覧ください！

長町駅東遺跡から出土した
〈ガラス製汽車土瓶〉

（所蔵・写真提供：仙台市教育委員会）
仙台市内で出土した
〈ガラス製の簪〉

（所蔵：㊤5点 東北大学埋蔵文化財調査室）
（所蔵・写真提供：㊦2点 仙台市教育委員会）

仙台城跡から出土した
〈ヨーロッパ産のガラス〉

（所蔵・写真提供：仙台市教育委員会）

広瀬川の砂でつくったガラスの〈ことり〉
（制作：海馬ガラスエ房）

月山の砂でつくったガラスの〈ことり〉
（制作：海馬ガラスエ房）

六反田遺跡から出土した〈ガラス小玉〉
（所蔵・写真提供：仙台市教育委員会）

2022年9月2日金
～11月27日日

白地横穴墓群から出土した
〈トンボ玉〉

（所蔵・写真提供：登米市教育委員会）

エトセトラ

名取川の石をつかった
〈ジオロジカルガラス〉

（制作・写真提供：村山耕二さん（海馬ガラスエ房））

Sendai City Tomizawa Site Museum
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にまつわるにまつわる
エトセトラ

地底の森ミュージアム 第101回 企画展

〒982-0012　仙台市太白区長町南四丁目3-1
TEL：（022）246-9153　FAX：（022）246-9158
E-mail：t-forest@coral.ocn.ne.jp
https://www.sendai-c.ed.jp/~bunkazai/~chiteinomori/

【開館時間】 �9：00〜16：45 
（入館は16：15まで）

【開催期間中の休館日】
　9/5、9/12、9/20、9/22、9/26、10/3
　10/17、10/24、10/27、10/31、11/4
　11/7、11/14、11/21、11/24

利用案内
区  分 個 人 団 体

※30名以上 共通入場券

一 般 460円 360円 490円

高 校 生 230円 180円 280円

小・ 中 学 生 110円 90円 150円

※共通入場券：仙台市縄文の森広場と当館の両館見学の際にお得です。
※当館は「どこでもパスポート」対象施設です。

入館料

地下鉄南北線長町南駅 
「西1・2」出口より西へ徒歩約5分
JR長町駅より西へ徒歩約20分
東北自動車道仙台南I.C.より東へ約7km

交通案内

この印刷物は、環境にやさ
しい「水なしLED-UV印刷」
で印刷しています。

キラキラ輝くきれいなガラス。そのガラスは砂からつくられて
いることをご存じですか？広瀬川や月山の砂など日本各地や世
界の砂から作品を生み出すガラス作家・村山耕二さんの作品と
ともに、古代から人々を魅了し続けるガラスの魅力に迫ります。
また、会場では、古代のガラス玉や近世の簪（かんざし）から、
近現代のガラス瓶まで、宮城・仙台の遺跡から見つかったいろ
いろなガラスをご紹介しています。この機会にぜひご覧ください。

2022年9月2日金〜11月27日日

■�企画展をご見学の際は、マスクの着用（咳エチケット）をお願いいたします。（ただし、他
の方と2メートル程度の距離がとれて会話しない場合は、外していただいて結構です）。

■アルコールによる手指消毒、手洗いにご協力ください。
■他のお客様との間に、一定距離の確保をお願いいたします。

■混雑時には、入館者数の制限をさせていただく場合がございます。
■�発熱・咳くしゃみなどの風邪の症状のある方、体調のすぐれない方のご来館はご遠慮くだ

さい。
※�なお、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、日程や内容が変更となる場合があります。

地底の森ミュージアムからのお願い

申込方法
往復はがき・FAX・E-mailのいずれかに、イベント名・参加者全員の氏名（学年）・住所・
電話番号・参加希望日を明記し、それぞれのイベントの申し込み締め切り日までに地
底の森ミュージアムへお申込ください。なお、応募者多数の場合は抽選とさせていた
だきます。※Zoomでの講座参加を希望される方は、メールでお申込みください。

�ギャラリートーク
①10月2日日
②11月6日日
15：00～15：30

内容  学芸員が展示をご紹介します。
会場  企画展示室　 対象  当日の来館者（先着15名）

関連講座

�長町南の砂を溶かしてつくった
〈ことり〉を販売します！
内　容  �ガラス作家・村山耕二さんに制作いただいた、長町南の

砂でつくったガラスの〈ことり〉を、当館の1階案内で販
売します。

販 売 開 始  �9月2日㊎ ～※無くなり次第終了、おひとりさま1個まで
販売予定数 15個　価　格  �3300円（税込み）
販 売 場 所  1階案内 ※入館料が必要です

関連グッズ

「鳴り砂をならしてみよう！」
（協力：仙台湾鳴り砂探究会）

9月18日日
10：00～12：00
13：00～16：00

内　容  �ガラスの原料になる石英をたくさん含んだ砂は、押すと「キュッキュッ」と心地良
い音を出します。砂の音色をお楽しみください。

会　場  展望ラウンジ　対　象  当日の来館者

「�長町南の砂から生まれた�
ガラス玉でアクセサリーづくり�
～管玉と小玉をそえて～」

①10月23日日
※申込締切＜10月1日土必着＞

②11月20日日
※申込締切＜10月25日㊋必着＞
13：30～15：00

内　容  �古代のアクセサリーをイメージした石製の管玉や小玉をつくって、ガラス作家・村
山耕二さんが長町南の砂を溶かしてつくったガラス玉を彩ります。

会　場  研修室　参加費  1650円 ※この他に入館料が必要です。
定　員  各回10名 ※小学生以下は保護者同伴

体験イベント

要申し込み

随時体験 要申し込み
「ガラスのはなし」 10月30日日

※申込締切＜10月2日日必着＞
13：30～15：00

内　容  �広瀬川や月山など日本各地や、世界各国の砂を溶かしてガ
ラス作品を生み出すガラス作家・村山耕二さん。作家の目
を通して語られるガラスの魅力をどうぞお楽しみください。

会　場  研修室（オンライン配信あり）
講　師  村山耕二さん（ガラス作家、海馬ガラスエ房）
参加費  無料 ※会場で聴講するには入館料が必要です
定　員  （会場）40名（zoom）80名
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